
　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
保
険

安
心
、安
全
を
サ
ポ
ー
ト

災
害
時
の
利
益
減
少
を
補
償

海外のテレビ放送が
投資不要のインバウンド対策

スマホで視聴できる

　
休
業
や
施
設
消
毒
費
用

新
型
コ
ロ
ナ
に
対
応

加
入
施
設
を
守
る
の
が
使
命
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イ
ン
バ
ウ
ン
ド
Ｔ
Ｖ
ポ
ケ
ッ
ト

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
連
事
業
は
、
海

外
の
テ
レ
ビ
放
送
を
ス
マ
ホ

で
視
聴
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
Ｔ
Ｖ
ポ
ケ

ッ
ト
」
の
取
り
扱
い
を
開
始

し
た
。
訪
日
外
国
人
旅
行
客

に
母
国
語
で
地
元
の
テ
レ
ビ

放
送
を
手
軽
に
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
、
全
く
新
た
な
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
向
け
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
宿
泊
施
設
で
は
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
客
が
客
室
の
テ
レ
ビ

で
海
外
放
送
を
視
聴
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
高
額
な
受

信
機
を
導
入
し
、
さ
ら
に
毎

月
、
放
送
料
金
を
業
者
に
支

払
っ
て
い
る
の
が
実
情
だ
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
な
ど
の
突
発
的
影
響
や

国
交
関
係
悪
化
で
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
稼
働
率
が
下
が
る
と

そ
の
設
備
費
や
放
送
料
金
は

費
用
対
効
果
が
合
わ
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
Ｔ
Ｖ
ポ
ケ

ッ
ト
は
、
利
用
者
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
手
持

ち
の
ス
マ
ホ（
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

Ｐ
Ｃ
で
も
可
能
）
で
視
聴
す

る
の
で
、
Ｃ
Ｓ
放
送
で
必
要

だ
っ
た
設
備
投
資
な
ど
が
不

要
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
稼
働

率
が
低
い
今
の
状
況
で
も
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
を
す
ぐ
に

始
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
視
聴
で
き
る
番
組
も
Ｃ
Ｓ

放
送
は
３
カ
国
程
度
だ
が
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
Ｔ
Ｖ
ポ
ケ
ッ

ト
は
米
国
、
中
国
、
韓
国
、

タ
イ
な
ど
世
界

カ
国
・
地

域
と
幅
広
い
。

　
宿
泊
施
設
は
、
利
用
者
に

フ
ロ
ン
ト
な
ど
で
Ｐ
Ｉ
Ｎ
コ

ー
ド
付
き
の
カ
ー
ド

を
渡
す
だ
け
。
カ
ー

ド
に
は
利
用
料
を
宿

泊
代
金
に
含
め
た
イ

ン
ク
ル
ー
ド
方
式
と

販
売
方
式
の
２
種
類

が
あ
り
、
販
売
方
式

で
は
手
数
料
収
入
が

得
ら
れ
る
。

　
視
聴
方
法
は
簡
単

だ
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア

ク
セ
ス
し
、
Ｐ
Ｉ
Ｎ

コ
ー
ド
を
入
力
。
放

送
局
を
選
択
し
、
視

聴
す
る
。

２
０
１
９
保
険
年
度
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　
―
―
今
回
、
補
償
内
容
の
改

定
に
至
っ
た
経
緯
は
。

　
旅
ホ
連
保
険
の
加
入
施
設
か

ら
「
休
業
補
償
や
消
毒
費
用
な

ど
の
保
険
で
新
型
コ
ロ
ナ
は
対

象
に
な
る
の
か
」
と
い
う
問
い

合
わ
せ
が
２
月
ご
ろ
か
ら
増
え

て
い
た
。
確
認
す
る
と
補
償
の

対
象
外
だ
っ
た
の
で
、
「
万
が

一
の
時
に
各
施
設
を
守
る
の
が

旅
ホ
連
保
険
の
使
命
だ
か
ら
、

何
と
か
な
ら
な
い
か
」
と
保
険

会
社
に
お
願
い
し
た
。加
え
て
、

大
西
雅
之
社
長
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ

連
会
長
）
に
も
各
方
面
へ
の
働

き
掛
け
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た

結
果
、
今
回
、
中
途
で
の
約
款

改
定
に
至
っ
た
。

　
私
は

年
の
着
任
時
に
観
光

経
済
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

「
各
施
設
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
語
っ
た
が
、
今
回
の
こ
と

は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
連
事
業
と
し
て

施
設
の
皆
さ
ま
に
一
定
の
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
―
―
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け

て
休
業
し
た
場
合
は
補
償
の
対

象
に
な
る
の
か
。

　
食
中
毒
も
同
じ
だ
が
、
各
保

険
は
、
施
設
の
中
で
事
故
が
発

生
し
た
時
の
リ
ス
ク
を
補
償
す

る
も
の
だ
。
自
主
休
業
し
た
期

間
の
補
償
は
で
き
な
い
。

　
―
―

保
険
年
度
（

月
１

日
か
ら
）
の
新
商
品
は
。

　
補
償
の
範
囲
を
も
っ
と
広
げ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。例
え
ば
、

ト
コ
ジ
ラ
ミ
で
は
、
消
毒
費
用

を
補
償
す
る
保
険
は
あ
る
も
の

の
、
消
毒
後
に
状
況
を
確
認
す

る
た
め
の
売
り
止
め
期
間
の
補

償
は
カ
バ
ー
で
き
て
い
な
い
。

そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
の
補
償
を

す
る
保
険
を
発
売
す
る
。

　
今
、
各
施
設
が
頭
を
悩
ま
せ

て
い
る
の
が
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
だ
。
例
え
ば
、
料

理
に
髪
の
毛
が
１
本
落
ち
て
い

た
ら
従
来
は
料
理
を
取
り
替
え

れ
ば
お
客
さ
ま
は
納
得
し
て
く

れ
た
が
、
最
近
は
権
利
意
識
が

強
く
、
宿
泊
代
を
タ
ダ
に
し
ろ

な
ど
と
一
定
の
枠
を
超
え
た
ク

レ
ー
ム
が
も
の
す
ご
く
増
え
て

い
る
。
そ
こ
で
ク
レ
ー
ム
対
応

の
弁
護
士
費
用
を
補
償
す
る
保

険
も
新
し
く
リ
リ
ー
ス
す
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
連
事
業
は
、
旅
館

・
ホ
テ
ル
の
日
常
業
務
で
起
こ

り
や
す
い
施
設
事
故
、
生
産
物

事
故
、
受
託
物
事
故
を
総
合
的

に
補
償
す
る
「
旅
館
ホ
テ
ル
ワ

イ
ド
保
険
」
と
宿
泊
客
の
過
失

に
よ
る
破
損
事
故
を
補
償
す
る

「
宿
泊
客
個
人
賠
償
責
任
保

険
」
を
基
本
に
旅
ホ
連
会
員
専

用
の
施
設
賠
償
責
任
保
険
を
展

開
。
過
去
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
故

事
例
か
ら
、
こ
れ
ら
の
保
険
で

は
カ
バ
ー
さ
れ
な
い
被
害
を
補

償
す
る
補
完
保
険
８
種
と
、
さ

ら
に
よ
り
広
い
範
囲
を
カ
バ
ー

す
る
特
約
も
提
供
し
て
い
る
。

　
今
年
度
（
２
０
１
９
保
険
年

度
）
は
、
補
完
保
険
の
災
害
時

被
災
者
対
応
保
険
の
う
ち
ト
コ

ジ
ラ
ミ
駆
除
費
用
担
保
特
約
の

保
険
金
請
求
時
要
件
を
緩
和
し

た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
る
緊
急
事
態

宣
言
を
受
け
、
特
定
感
染
症
発

生
時
施
設
消
毒
費
用
担
保
特
約

と
食
中
毒
等
休
業
あ
ん
し
ん
保

険
の
対
象
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
含
め
た
。

　
昨
年
度
（

保
険
年
度
）
の

事
故
件
数
と
支
払
保
険
金
額
を

見
る
と
、
事
故
件
数
は
４
４
３

６
件（
対
前
年
１
０
７
・
２
％
）、

支
払
保
険
金
額
は
４
億
７
７
０

８
万
円
（
対
前
年
１
０
０
・
４

％
）
で
、
前
年
度
（

保
険
年

度
）
に
比
べ
、
事
故
件
数
、
支

払
保
険
金
額
と
も
に
微
増
と
な

っ
た
。
事
故
種
類
別
の
件
数
で

は
、
例
年
以
上
に
宿
泊
客
個
人

賠
償
責
任
事
故
が
多
く
全
体
の

５
割
以
上
を
占
め
最
も
多
い
。

同
支
払
保
険
金
で
は
、
施
設
管

理
事
故
、
受
託
物
（
駐
車
場
）

事
故
、
宿
泊
客
個
人
賠
償
責
任

事
故
が
そ
れ
ぞ
れ
２
割
ほ
ど
で

全
体
の
５
割
以
上
を
占
め
、
２

億
５
３
２
６
万
円
と
な
っ
た
。

な
お
、
受
託
物
（
駐
車
場
）
事

故
は
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

　
駐
車
場
関
連
の
事
故
は
、
受

託
物
（
駐
車
場
）
事
故
と
駐
車

場
保
険
の
対
象
と
な
る
事
故
の

合
算
と
な
り
、
支
払
保
険
金
は

全
体
の
２
割
以
上
、
１
億
円
超

と
最
も
多
く
な
る
。
事
故
内
容

は
、
従
業
員
に
よ
る
運
転
ミ
ス

が
事
故
の
大
半
を
占
め
、ま
た
、

従
業
員
の
誘
導
ミ
ス
に
よ
る
損

傷
も
頻
発
し
て
い
る
。

　
駐
車
場
で
の
自
動
車
の
盗
難

・
損
傷
事
故
は
旅
館
ホ
テ
ル
ワ

イ
ド
保
険
の
受
託
物
（
駐
車
場

事
故
）
で
補
償
さ
れ
る
が
（
１

事
故
当
た
り

～
１
０
０
万
円

の
補
償
）
、
こ
れ
を
超
え
る
補

償
は
補
完
保
険
の
駐
車
場
保
険

で
カ
バ
ー
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
当
年
度
は
食
中
毒
事
故
に
よ

る
休
業
補
償
保
険
金
支
払
は
な

か
っ
た
が
、
発
生
し
た
場
合
は

被
害
者
へ
の
損
害
賠
償
だ
け
で

な
く
、
信
頼
と
売
り
上
げ
の
回

復
ま
で
多
大
な
時
間
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
費
用
が
必
要
と
な
る
。

　
被
害
者
へ
の
損
害
賠
償
関
係

は
旅
館
ホ
テ
ル
ワ
イ
ド
保
険
が

補
償
す
る
。
被
災
者
対
応
や
お

詫
び
広
告
な
ど
に
関
わ
る
各
種

費
用
に
つ
い
て
は
災
害
時
被
災

者
対
応
保
険
、
営
業
停
止
等
に

よ
る
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
営
業
損

失
は
食
中
毒
・
特
定
感
染
症
休

業
補
償
保
険
で
補
償
す
る
。

　
ま
た
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
食
中
毒
の
場
合
に
は
旅
館
ホ

テ
ル
ワ
イ
ド
保
険
の
「
初
期
対

応
費
用
」
で
対
象
と
な
る
こ
と

が
あ
り
、
さ
ら
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
と
特
定
感
染
症
（
１
、２
、３

類
）
発
生
時
の
消
毒
費
用
を
補

償
す
る
「
施
設
消
毒
費
用
担
保

特
約
」の
加
入
も
薦
め
て
い
る
。

　
会
員
の
強
い
要
望
に
よ
り
発

売
し
た
「
ト
コ
ジ
ラ
ミ
駆
除
費

用
保
険
」
は
、
昨
年
度
の
支
払

保
険
金
が

件
（
対
前
年
１
３

７
・
７
％
）
で
７
５
０
９
万
円

（
対
前
年
１
３
７
・
９
％
）
と

増
加
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

　
支
払
限
度
額
は
１
事
故
３
０

０
万
円
で
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
で

ト
コ
ジ
ラ
ミ
（
南
京
虫
）
が
発

生
し
た
場
合
の
駆
除
費
用
や
代

替
宿
泊
費
用
が
支
払
わ
れ
る
。

ま
た
、
自
主
的
な
駆
除
、
消
毒

の
保
険
金
は
支
払
わ
れ
な
い
こ

と
も
あ
る
の
で
、
東
京
海
上
日

動
火
災
保
険
の
指
定
業
者
の
利

用
が
原
則
と
な
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
連
事
業
は
、
訪
日

外
国
人
の
増
加
に
伴
い
、
全
国

的
に
外
国
人
客
受
け
入
れ
の
多

い
施
設
で
は
ト
コ
ジ
ラ
ミ
に
よ

る
被
害
が
多
く
報
告
さ
れ
て
い

る
の
で
加
入
を
勧
め
て
い
る
。

　
雪
害
や
風
水
害
な
ど
の
自
然

災
害
（
地
震
、
津
波
除
く
）
に

よ
り
施
設
に
損

害
を
被
っ
た
こ

と
に
よ
り
売
り

上
げ
（
利
益
）

が
減
少
し
た
場

合
に
対
象
と
な

る
利
益
補
償
保

険
（
上
表
、
そ

の
他
補
完
保
険

に
分
類
）
の
支

払
保
険
金
額

が
、
こ
こ
数
年
、
増
加
傾
向
に

あ
る
。

　

年
に
続
き

年
も
日
本
列

島
を
迷
走
す
る
よ
う
な
大
型
台

風
や
各
地
で
の
地
震
な
ど
に
よ

る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
年

で
あ
っ
た
。
近
年
多
発
し
て
い

る
自
然
災
害
時
（
地
震
な
ど
を

除
く
）
の
利
益
の
減
少
を
補
償

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、

「
利
益
補
償
保
険
」
だ
。

　
台
風
や
豪
雪
と
い
っ
た
自
然

災
害
に
よ
り
宿
泊
施
設
建
物
が

被
害
を
受
け
、
休
業
せ
ざ
る
を

得
な
い
場
合
の
売
り
上
げ
の
減

少
を
補
償
す
る
保
険
と
し
て
、

想
定
外
の
積
雪
に
よ
っ
て
施
設

の
屋
根
が
被
害
を
受
け
、
半
年

間
以
上
休
業
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
加
入
施
設
に
対
す
る
３
千
万

円
以
上
の
支
払
い
例
も
あ
る
。

　
一
般
的
な
契
約
と
比
べ
保
険

料
が
２
割
程
度
割
り
引
か
れ
て

お
り
、ま
た
、災
害
被
害
を
受
け

た
初
日
か
ら
休
業
損
失
を
補
償

で
き
る
点
な
ど
よ
り
利
用
し
や

す
い
充
実
し
た
補
償
内
容
だ
。

　
利
益
補
償
保
険
の
特
約
と
し

て
、
災
害
に
よ
っ
て
建
物
に
被

害
が
な
い
場
合
で
も
所
在
地
域

に
避
難
指
示
が
出
れ
ば
売
り
上

げ
の
減
少
を
補
償
す
る
独
自
の

特
約
も
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
「
自
然
災
害
一
時
金
支
払
特

約
」
は
、
施
設
が
所
在
す
る
市

区
町
村
か
ら
避
難
指
示
が
発
令

さ
れ
、
そ
の
後
７
日
間
の
売
上

高
が
前
年
同
期
の

％
以
下
と

な
っ
た
場
合
に
、
売
上
高
の
減

少
額
の
一
定
割
合
を
保
険
金
と

し
て
支
払
う
特
約
だ
。
こ
の
特

約
を
付
帯
す
る
こ
と
に
よ
り
、

災
害
に
よ
っ
て
施
設
へ
の
道
路

が
遮
断
さ
れ
た
場
合
や
、
風
評

被
害
に
よ
っ
て
客
足
が
減
っ
て

し
ま
っ
た
場
合
な
ど
も
補
償
が

可
能
と
な
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
連
事
業
は

年


月
か
ら
の
新
保
険
年
度
か
ら
一

部
改
定
を
実
施
し
、
さ
ら
に
加

入
し
や
す
く
利
用
し
や
す
い
商

品
提
供
を
通
し
て
会
員
施
設
の

安
心
安
全
確
保
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
と
し
て
加
入
促
進
を
進
め

る
。
ま
ず
は
、
災
害
時
被
災
者

対
応
保
険
に
「
ト
コ
ジ
ラ
ミ
駆

除
喪
失
利
益
担
保
特
約
」
、
さ

ら
に
旅
館
ホ
テ
ル
ワ
イ
ド
保
険

の
特
約
と
し
て
「
迷
惑
行
為
被

害
弁
護
士
費
用
等
補
償
特
約
」

を
新
発
売
す
る
。

　
「
ト
コ
ジ
ラ
ミ
駆
除
喪
失
利

益
担
保
特
約
」
は
、
ト
コ
ジ
ラ

ミ
発
生
客
室
の
駆
除
作
業
に
よ

る
休
止
期
間
の
喪
失
利
益
を
補

償
す
る
。
「
迷
惑
行
為
被
害
弁

護
士
費
用
等
補
償
特
約
」
は
悪

質
な
ク
レ
ー
ム
な
ど
に
対
応
す

る
際
の
法
律
相
談
費
用
や
相
談

で
は
解
決
し
な
い
場
合
の
弁
護

士
費
用
を
補
償
す
る
。

　
詳
し
く
は
、
７
月
に
配
布
予

定
の
２
０
２
０
保
険
年
度
「
Ｊ

Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
保
険
の
ご
案
内
」

に
掲
載
さ
れ
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
連
事
業
は
、
事
故

に
よ
る
休
業
や
施
設
消
毒
費
用

に
関
す
る
保
険
の
補
償
内
容
を

拡
大
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
を
補
償
で
き
る
よ
う

に
し
た
。

　
「
食
中
毒
等
休
業
あ
ん
し
ん

保
険
」
と
「
災
害
時
被
災
者
対

応
保
険
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
お
よ

び
特
定
感
染
症
発
生
時
施
設
消

毒
費
用
担
保
特
約
」
に
つ
い
て

補
償
内
容
を
変
更
し
た
。
休
業

あ
ん
し
ん
保
険
は
、
食
中
毒
や

特
定
感
染
症
の
発
生
に
よ
っ
て

営
業
が
休
止
、
阻
害
さ
れ
売
り

上
げ
が
減
少
し
た
場
合
に
保
険

金
が
支
払
わ
れ
る
も
の
。
消
毒

費
用
担
保
特
約
は
、
病
原
菌
や

ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
感
染
症
の
ま

ん
延
・
再
発
防

止
を
目
的
と
し

た
施
設
の
消

毒
、
廃
棄
の
費

用
な
ど
に
対
し

て
保
険
金
が
支

払
わ
れ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
起
因
す
る
事
故
は
こ
れ
ま

で
補
償
の
対
象
外
だ
っ
た
が
、

補
償
の
対
象
と
し
て
い
る
「
特

定
感
染
症
」
に
新
た
に
「
指
定

感
染
症
」
を
追
加
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
補
償

範
囲
に
含
め
た
。
す
で
に
加
入

し
て
い
る
場
合
は
、
今
年
２
月

１
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
補
償
。

２
月
１
日
以
降
の
加
入
は
、
そ

の
加
入
日
以
降
を
補
償
す
る
。

　ＪＴＢ旅連事業は、「ＪＴＢ旅ホ連
会員の皆さまの安心をサポート」「Ｊ
ＴＢ旅ホ連の『宿泊増売』をバックア
ップ」を基本理念に、①会員に役立つ
サービス事業の推進②旅ホ連活動の強
化に向けた支援③ＪＴＢグループの一
員としての貢献―を進めている。中心
となる事業にスポットを当てた。




